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～今年度スローガン～ 

 
農林マナーアップ宣言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 1日（木）、伊万里実業高校農林キャンパスにおいて、全校生徒を対象にした人権･同和

教育に関する講演会を行いました。講師の子育てシンガーのｍｏｎ
モ ン

さんは、自身が在日韓国人や

ＡＤＨＤであるがゆえにいじめられた経験、結婚後の不妊治療や体外受精などの経験、そして、

自身の子どもさんを亡くされたつらさや悲しみから気づくことができた「いのち」の大切さを、

歌と語りで伝える活動をされています。今回の講演会でも、ご自身の経験や体験を通して、実際

に感じたことを、真っ直ぐな言葉と素敵な歌で生徒たちに伝えてくださいました。生徒からは「と

ても感動した。」「今回の講演が聞けて良かった。」といった言葉が多く聞かれ、とても温かく感

動に包まれた講演会となりました。それぞれの個性を認めること、誰かを大切に思うこと、誰か

が大切に思ってくれていること、そして、何より自分が自分自身を大切に思うこと、ｍｏｎ
モ ン

さん

の歌と言葉からは多くの大切なメッセージをいただくことができました。 

この講演会を通して、身近に存在する様々な人権問題や課題について考えてくれればと思いま

す。また、今回の講演会をきっかけに、それぞれに感じて、考え、これからの自分たちの成長に

繋げてくれることを期待しています。 

最後になりましたが、このような貴重な機会をいただき誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、コロナウイルス感染予防の観点から夏の体験入学は開催できませんでしたが、10

月１０日（土）と１１月７日（土）の２回に分けて、中学 3年生向けのオープンキャンパスを実

施しました。多くの中学生と保護者の方に参加していただくことができ、本校で学ぶことができ

る学習内容の一部を、実際に体験してもらいました。体験学習では、生徒たちが指導役として主

導し、「少しでも中学生3年生の不安を取り除き、高校入試へ向けて前向きに頑張って欲しい！」

との気持ちを込めて、一生懸命農林キャンパスの魅力をアピールしてくれました。中学生も楽し

そうに様々な活動に取り組んでもらい、対応していた生徒にも笑みがこぼれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 18日（日）、佐賀玉屋本館 6階において、販 

売会を実施しました。本校フードプロジェクト部が開 

発した、黒米や梅などの地元食材を使用した、クッキ 

ーやマフィンなどのオリジナル焼き菓子や森林環境科 

が間伐材を用いて製作した、万能台や鍋敷き、彫刻看 

板の販売を行いました。多くのお客様にご来場いただ 

き、参加した 8名の生徒たちは、お客様に商品の作り 

方や魅力、学校の特色などを丁寧に説明するなど、一 

生懸命販売実習に取り組んでいました。 

販売会を通して、商品説明の重要性やお客様対応の 

難しさなど、多くの接客のスキルを学んだ様子でした。 

至 誠 
・挨拶マナーアップ ・身だしなみマナーアップ ・学ぶ姿勢マナーアップ 

学 校 Ｈ Ｐ  https://www.education.saga.jp/hp/imarinourinkoukou/ 

電 話 番 号   0955－23－4138       ＦＡＸ 0955－20－1002 

 

～本校教育活動の基本姿勢～ 

汗をかき 人とつながり 心を磨く 

http://localhost/


今年度は、コロナウイルス感染予防の観点から、文化的

行事と生産物販売会を２日に分けて行いました。開催自体

が危ぶまれましたが、無事に文化祭を開催することがで

き、生徒たちもとても安心した様子でした。11 月 6 日

（金）伊万里市民センターにおける校内行事代替イベント

では、学習成果発表、クラス出し物、パフォーマンス大会、

ファッションショー、太鼓部、吹奏楽部の演奏等のステー

ジ発表と授業で作製した作品やクラス新聞、イラスト等の

各種展示が行われました。また、ステージには、この日の

ために全校生徒で協力して完成させた、校舎をデザインして作ったモザイクアートの作品も展示

され、「生徒全員で作り上げた文化祭」は大変盛り上がりました。11月 14日（土）に文化祭２

ｎｄ生産物販売会（保護者の方向け）を本校で行いました。今年度はお客様の密な状況を防ぐた

め、保護者の方へ事前注文をとり、当日は、学年ごとに時間を区切って受け渡すという形で実施

しました。生徒・職員、来場者の方のマスク着用の徹底、受付における検温、手指消毒の実施、

各受け渡し所は、飛沫感染防止用シートを設置する等、感染防止対策に努めました。一般開放は

できませんでしたが、保護者の皆様に、生徒たちの日頃の学習成果を知っていただく良い機会と

なり、今後の生徒たちの学習意欲向上に繋がったことと思います。今回文化祭が無事に開催でき

ましたのも、感染防止対策にご理解とご協力をいただいた保護者の皆様のお陰です。本当にあり

がとうございました。 

 

 伊万里市中心商店街の賑わい創出と学生の活動の場を提供する目的から、商店街の空き店舗を利用

した「スクールチャレンジ交流館」が開設されています。そこで１２月 12 日（土）、生産物販売会

とまちなかカフェを実施しました。開館と同時に多くの地域の方にご来館いただき、準備していた生

産物や加工品も早々に売り切れるものもあり、大盛況でした。そして、地域の方々からの、「農林高

校のとはおいしかもんね～」の声に、満面の笑みで対応していました。また、伊万里市長の深浦弘信

様ご夫妻にもお越しいただき、生徒たちへ労いと激励のお言葉をかけていただき、今後の意欲に繋が

ったことと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●税に関する高校生の作文・ポスター表彰 

伊万里税務署管内の「令和２年度税に関する高校生の作文」で、

生物科学科１年下平純奈さんの作品が、伊万里市長賞に輝き、伊

万里市長の深浦弘信様より直接表彰をしていただきました。 

 


